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松崎小学校運動会（６月１日）松崎小学校運動会（６月１日）
６月１日、松崎小学校で運動会が行われました。６月１日、松崎小学校で運動会が行われました。
スローガン「努力した練習の成果をみんなで発揮しよう」をスローガン「努力した練習の成果をみんなで発揮しよう」を
合言葉に、さまざまな種目に臨みました。合言葉に、さまざまな種目に臨みました。
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安
全
で
快
適
な
夏
に
向
け
て

　
　
　

夏 

期 

対 

策 

の 

概 

要 

を 

お 

知 

ら 

せ 

し 

ま 

す

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
、
本
格

的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
。

　

町
で
は
、
観
光
客
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
海
上
保

安
部
や
警
察
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
夏
期
期
間
中
の
安

全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

海
浜
対
策

海
浜
対
策

　

町
内
の
４
海
水
浴
場
（
松
崎

海
岸
、
岩
地
海
岸
、
石
部
海
岸
、

雲
見
海
岸
）
で
は
、
７
月
26
日

（
土
）
か
ら
８
月
24
日
（
日
）

ま
で
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す

る
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
ま
す
。

　

松
崎
海
岸
で
は
、
監
視
所
付

近
２
箇
所
の
陸り

っ
こ
う閘

に
限
り
、
海

水
浴
場
開
設
期
間
中
、
ラ
イ
フ

セ
ー
バ
ー
が
管
理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
水
上
バ
イ
ク

安
全
協
会
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
水
上
の
安
全
確
保
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
楽
し
く
海
水
浴
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
飛
鳥
Ⅱ
寄
港
に
伴
う
お
願
い

　

８
月
２
日
（
土
）
に
豪
華
客

船
飛
鳥
Ⅱ
が
松
崎
旧
港
に
寄
港

し
、
約
８
０
０
人
が
松
崎
町
に

観
光
や
海
水
浴
に
訪
れ
ま
す
。

　

寄
港
に
伴
い
、
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
た
め
、
８
月
１
日

（
金
）
か
ら
８
月
２
日
（
土
）

ま
で
、
松
崎
旧
港
お
よ
び
松
崎

海
岸
の
一
部
の
利
用
を
制
限
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
安
全
確
保

と
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
何
卒

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

○
乱
暴
な
言
動
、
威
勢
を

　
　

示
す
行
為

　

○
遊
泳
区
域
外
で
の
遊
泳

　

○
夜
間
遊
泳
お
よ
び
酒
気

　
　

を
帯
び
て
の
遊
泳

　

○
機
関
を
用
い
る
ボ
ー
ト

　
　

な
ど
の
航
行

　

○
も
り
、
や
す
、
水
中
銃

　
　

な
ど
の
使
用

　

○
危
険
物
の
持
ち
込
み

　

○
危
険
で
風
俗
を
害
す
る
た

　
　

き
火
、
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー

　

○
許
可
を
受
け
て
い
な
い

　
　

車
両
の
乗
り
入
れ

　

○
許
可
を
受
け
て
い
な
い

　
　

営
業
行
為

　

※
「
松
崎
町
海
水
浴
場
に

　
　

関
す
る
条
例
」
に
違
反

　
　

す
る
者
に
は
罰
金
が
科

　
　

せ
ら
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

　

海
水
浴
場
で
の
禁
止
行
為
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水
質
検
査
結
果

水
質
検
査
結
果

　

５
月
15
日
に
行
わ
れ
た
海
水

浴
場
の
水
質
検
査
の
結
果
は
、

左
表
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
「
適

合
」
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

海水浴場 水質検査結果

松　崎 適合 ( 水質ＡＡ )

岩　地 適合 ( 水質ＡＡ )

石　部 適合 ( 水質ＡＡ )

雲　見 適合 ( 水質Ａ )

区分 ふん便性大腸菌群数 油膜の有無 透明度

適

水質 AA
不検出

（検出限界２個／１００ml）
油膜が

認められない
１m 以上

水質 A １００個／１００ml
油膜が

認められない
１m 以上

可

水質 B ４００個／１００ml
常時は油膜が
認められない

１m未満～
50cm 以上

水質 C １，０００個／１００ml
常時は油膜が
認められない

１m未満～
50cm 以上

＜参考＞海水浴場の水質の判定基準

海
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

海
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
活
発
に

な
る
７
月
か
ら
８
月
は
、
海
の

事
故
が
多
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
点
を
守
っ
て
安

全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
海
浜
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

〇
遊
泳
は
海
水
浴
場
内
で
し

　
　

ま
し
ょ
う

　

〇
飲
酒
後
の
遊
泳
は
や
め
ま

　
　

し
ょ
う

　

〇
立
入
禁
止
場
所
へ
の
侵
入

　
　

は
や
め
ま
し
ょ
う

　

〇
釣
り
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

　
　

で
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

　
　

を
常
時
着
用
し
ま
し
ょ
う

▼
船
舶
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

〇
専
門
業
者
の
定
期
的
な
点

　
　

検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

〇
発
航
前
検
査
を
実
施
し
ま

　
　

し
ょ
う

　

〇
常
時
適
切
な
見
張
り
を
実

　
　

施
し
ま
し
ょ
う

　

〇
無
理
の
な
い
航
海
計
画
を

　
　

立
て
ま
し
ょ
う

　

〇
最
新
の
気
象
・
海
象
情
報

　
　

を
入
手
し
ま
し
ょ
う

　

〇
故
障
に
備
え
救
助
支
援
者

　
　

を
確
保
し
ま
し
ょ
う

▼
海
の
安
全
情
報

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
、
事
故
防
止
の
注

意
事
項
や
、
気
象
海
象
の
現
況

な
ど
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
海
の
安
全
情
報
」
で
検
索

し
、
最
新
情
報
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ

　

イ
ド

　

カ
ヌ
ー
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン

ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
、

ミ
ニ
ボ
ー
ト
、
水
上
オ
ー
ト
バ

イ
や
遊
泳
な
ど
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
、

誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
楽
し

む
た
め
に
知
っ
て
ほ
し
い
情
報

を
ま
と
め
た
総
合
安
全
情
報
サ

イ
ト
で
す
。

▲海の安全情報

▲ウォーター
セーフティーガード

【
問
合
せ
】　

下
田
海
上
保
安
部　

交
通
課

　
　
　
　

 

（
２
３
）
０
１
４
５

食
中
毒
防
止
対
策

食
中
毒
防
止
対
策

　

賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
食
中
毒
防
止
の
街
頭
パ

レ
ー
ド
や
啓
発
資
材
の
配
布
に

よ
る
広
報
活
動
、
食
品
営
業
施

設
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
、
食

中
毒
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

賀
茂
保
健
所　

衛
生
薬
務
課

　
　
　
　

 

（
２
４
）
２
０
５
４

消
防
防
災
対
策

消
防
防
災
対
策

▼
地
震
・
津
波
対
策

　

地
震
が
発
生
し
津
波
の
襲
来

が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
消
防
団

員
も
自
ら
の
命
を
最
優
先
と
し

た
上
で
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
、

観
光
協
会
、
自
主
防
災
組
織
と

協
力
し
、
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
避
難
誘
導
を
行
い
ま
す
。

　

各
海
水
浴
場
か
ら
避
難
す
る

場
合
、
松
崎
海
水
浴
場
は
避
難

ビ
ル
と
な
っ
て
い
る
伊
豆
ま
つ

ざ
き
荘
、
伊
東
園
ホ
テ
ル
、
西

区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
へ
、
岩
地
・

石
部
・
雲
見
海
水
浴
場
で
は
、

避
難
誘
導
の
指
示
や
誘
導
看
板

に
従
っ
て
、
近
く
の
高
台
へ
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
対
策

　

県
民
一
人
一
人
が
、
自
ら
の

交
通
安
全
に
関
す
る
意
識
を
高

め
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

【
実
施
期
間
】

　

７
月
11
日(

金)

～
20
日
（
日
）

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　

安
全
を　

つ
な
げ
て
広
げ
て

　

事
故
ゼ
ロ
へ

【
運
動
の
重
点
推
進
項
目
】

　

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
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事
故
防
止

　

○
自
転
車
と
二
輪
車
の
安
全

　
　

利
用
の
促
進

　

○
飲
酒
運
転
等
危
険
運
転
の

　
　

根
絶

【
運
動
の
内
容
】

　

○
街
頭
指
導

　

○
巡
回
広
報

　

○
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

○
交
通
診
断

　

○
町
内
放
送　

な
ど

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

青
少
年
の
健
全
育
成

青
少
年
の
健
全
育
成

　

７
月
は
、
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
で

す
。
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

で
連
携
し
、
青
少
年
健
全
育
成

お
よ
び
非
行
・
被
害
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
で
は
「
う
ち
の
子
・

町
の
子
・
み
ん
な
の
子
」
を
合

言
葉
に
、
３
つ
の
実
践
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

大
人
か
ら
積
極
的
に
実
践

し
、
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

ご
み
対
策

ご
み
対
策

　

７
月
25
日
（
金
）
か
ら
８
月

16
日
（
土
）
ま
で
を
夏
期
対
策

期
間
と
し
て
、
次
表
の
と
お
り

日
程
を
変
更
し
て
、
ご
み
特
別

収
集
を
行
い
ま
す
。

可燃ごみ収集日程

収　集　地　区 収集日 （曜日）

　東区、 西区、 南区、 中区、

　伏倉、 宮内、 道部、 岩科地区
月 ・水 ・金

　北区、 江奈地区、 桜田、 中川地区 火 ・木 ・土

　岩地、 石部、 雲見 月～土

東 · 西 · 南 · 北 · 中区
（松崎５区）

岩科地区 · 三浦地区
（注）

江奈地区 中川地区
桜田 ・伏倉
宮内 ・道部

１回目 ２回目 １回目 ２回目 １回目 ２回目 １回目 ２回目 １回目 ２回目

７月 ７日 21 日 ８日 22 日 ９日 23 日 10 日 24 日 11 日 25 日

８月 ４日 18 日 ５日 19 日 ６日 20 日 ７日 21 日 ８日 22 日

分別ごみ収集日程

※粗大ごみは１回目、 植物性廃食油は２回目に出してください。

　

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
収
集
日
の

午
前
８
時
15
分
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な
い

　

と
、
収
集
員
の
け
が
な
ど
に

　

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
生
ご
み
は
、
水
を
十
分
に

　

切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

○
ビ
ン
・
カ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　

ル
は
、
必
ず
水
洗
い
し
て
か

　

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
可
燃
ご
み
は
指
定
袋
に
入
れ

　

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
ク

　

リ
ー
ン
ピ
ア
へ
持
ち
込
む
場

　

合
も
同
じ
で
す
）

▼
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
へ
の
持

　

ち
込
み

○
夏
期
対
策
と
し
て
、
次
の
日

　

曜
日
は
持
ち
込
み
を
受
け
付

　

け
ま
す
。

　

８
月
17
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

〇
夏
期
対
策
期
間
の
受
付
時
間

　

は
、
次
の
と
お
り
通
常
の
受

　

付
時
間
か
ら
変
更
あ
り
ま
せ

　

ん
。

【
月
～
金
曜
日
】

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

【
土
曜
日
・
祝
日
】

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

【
問
合
せ
】

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎

生
活
環
境
課
（
４
５
）
０
６
０
２

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９
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戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
ま
す

　

法
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
氏

名
の
振
り
仮
名
が
戸
籍
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
生
届
な
ど
に
よ
り
初
め
て

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
方
は
、
次

の
流
れ
に
よ
ら
ず
、
届
出
時
に

併
せ
て
氏
名
の
振
り
仮
名
を
届

け
出
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名

が
記
載
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ

が
記
載
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の

　

振
り
仮
名
の
通
知

　

本
籍
地
市
区
町
村
か
ら
、
令

和
７
年
５
月
26
日
時
点
で
の
住

民
票
の
情
報
な
ど
を
も
と
に
し

て
作
ら
れ
た
「
戸
籍
に
記
載
さ

れ
る
振
り
仮
名
の
通
知
書
」を
、

原
則
と
し
て
戸
籍
の
筆
頭
者
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
書
は
、
戸
籍
単
位
で
郵

送
し
、
戸
籍
内
で
同
じ
住
所
の

方
は
１
通
に
つ
き
４
人
ま
で
記

載
さ
れ
ま
す
。
戸
籍
内
で
別
住

所
の
方
は
住
所
地
ご
と
に
郵

送
し
ま
す
。

　

松
崎
町
に
本
籍
の
あ
る
方
へ

の
発
送
は
、
７
月
16
日
頃
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
通
知
書
が
届

き
ま
し
た
ら
、
記
載
さ
れ
た
氏

や
名
の
振
り
仮
名
を
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

氏
や
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

◆
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
氏
や

　

名
の
振
り
仮
名
が
使
用
し
て

　

い
る
読
み
方
と
同
じ
場
合

　

届
出
は
不
要
で
す
。

◆
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
氏
や

　

名
の
振
り
仮
名
が
使
用
し
て

　

い
る
読
み
方
と
異
な
る
場
合

　

令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
に

必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

町
長
に
よ
る
氏
や
名
の
振
り

　

仮
名
の
記
載

　

令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
に

届
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
通
知

書
に
記
載
さ
れ
た
氏
や
名
の
振

り
仮
名
を
、
本
籍
地
の
市
区
町

村
に
お
い
て
戸
籍
に
順
次
記
載

し
ま
す
。

届
出
の
方
法

届
出
の
方
法

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

　

届
出
の
流
れ
は
、
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
ご
利
用
の
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

入
力
が
必
要
で
す
。

②
市
区
町
村
の
窓
口
へ
届
出

　

届
書
様
式
を
使
用
し
て
、
最

寄
り
の
市
区
町
村
窓
口
で
の
届

出
も
で
き
ま
す
。
届
書
様
式
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

③
本
籍
地
へ
郵
送

　

届
書
様
式
を
使
用
し
て
、
本

籍
地
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
で
き
る
方

届
出
の
で
き
る
方

①
氏
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

届
出
の
で
き
る
方
を
、
通
知

書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
戸
籍
の
筆
頭

者
が
単
独
で
届
出
を
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
筆
頭
者
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の

配
偶
者
、
そ
の
配
偶
者
も
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

子
が
届
出
人
と
な
り
ま
す
。

②
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

が
そ
れ
ぞ
れ
届
出
人
と
な
り
ま

す
。
15
歳
未
満
の
場
合
は
、
原

則
と
し
て
親
権
者
な
ど
の
法
定

代
理
人
が
届
出
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

戸
籍
に
記
載
す
る
氏
名
の

戸
籍
に
記
載
す
る
氏
名
の

振
り
仮
名
に
つ
い
て

振
り
仮
名
に
つ
い
て

　

戸
籍
に
記
載
す
る
氏
名
の
振

り
仮
名
は
、
「
氏
名
と
し
て
用

い
ら
れ
る
文
字
の
読
み
方
と
し

て
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も

の
」
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
般
の
読
み
方
以

外
の
読
み
方
を
日
常
的
に
使
用

し
て
い
る
場
合
に
は
、
現
に
そ

の
読
み
方
を
通
用
し
て
い
る
こ

と
を
証
す
る
資
料
（
パ
ス
ポ
ー

ト
や
預
貯
金
通
帳
な
ど
）
を
氏

名
の
振
り
仮
名
の
届
書
に
添
付

し
て
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
公
序
良
俗
に
反
す
る
振
り

仮
名
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

法
務
省
戸
籍
振
り
仮
名

法
務
省
戸
籍
振
り
仮
名

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
番
号

　

０
５
７
０(

０
５)

０
３
１
０

◆
受
付
期
間

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

　

※
土
日
祝
日･

年
末
年
始
を

　
　

除
く

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

▲法務省
ホームページ

１

２３
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保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

　

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
従
来

の
保
険
証
は
、
令
和
６
年
12
月

２
日
に
廃
止
さ
れ
、
新
規
発
行

が
終
了
し
ま
し
た
。

新
し
い
資
格
確
認
書
ま
た
は
資

新
し
い
資
格
確
認
書
ま
た
は
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し

格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し

ま
す
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
登
録
を
さ
れ
て
い
な

い
方
に
は
、
保
険
証
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
交
付

し
ま
す
。

　

資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
は
、
７
月
中
旬

に
対
象
者
へ
送
付
し
ま
す
。

※
資
格
確
認
書
は
、「
う
ぐ
い
す

　

色
」
に
な
り
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
方
は
、
お
手
元

に
届
い
た
も
の
に
負
担
割
合
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
す
る
際
は
、
資
格

確
認
書
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓

口
に
提
示
し
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義

務
化
対
象
外
の
医
療
機
関
の
受

診
方
法
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
方
は
「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
と
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
を
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
方
は
、
「
資
格

確
認
書
」
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

　

の
み
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

有
効
期
限
の
切
れ
た
藤
色
の

保
険
証
は
、
各
自
で
処
分
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　国民健康保険 ・ 後期高齢者医療制度に

　　　　　　　　           加入されている皆さまへ　　

【問合せ】 国民健康保険・後期高齢者医療制度について　 健康福祉課（４２）３９６６
【問合せ】 国民健康保険・マイナンバーカードについて 　窓口税務課（４２）３９６８

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

の
資
格
確
認
書
交
付
申
請
方
法

の
資
格
確
認
書
交
付
申
請
方
法

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

が
あ
っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
の
受
診
が
困
難
で
あ

る
要
配
慮
者
は
、
申
請
に
よ
り

資
格
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

健
康
福
祉
課
へ
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
申
請
で
き
る
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛

　

失
ま
た
は
更
新
中
で
、
有
効

　

な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

　

お
手
元
に
な
い
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
返

　

納
ま
た
は
返
納
す
る
予
定
の

　

方
・
介
助
者
な
ど
の
第
三
者
が
要

　

配
慮
者
に
同
行
し
て
医
療
機

　

関
な
ど
の
受
診
を
補
助
す
る

　

必
要
が
あ
る
な
ど
、
マ
イ
ナ

　

保
険
証
で
の
受
診
が
困
難
な

　

方
・
そ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　

ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資

　

格
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

　

い
事
情
が
あ
る
方

▼
持
ち
物

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

　

は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

　

（
顔
写
真
付
き
の
も
の
１
点
）

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
解

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
解

除
手
続
き
に
つ
い
て

除
手
続
き
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
登
録
を
し
て
い
る
方

が
、
登
録
の
解
除
を
希
望
す
る

場
合
は
、
健
康
福
祉
課
へ
申
請

が
必
要
で
す
。

※
解
除
が
完
了
す
る
ま
で
１
～

　

２
カ
月
程
度
時
間
が
か
か
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
利
用
登
録
解
除
後
も
、
再
度

　

利
用
登
録
の
手
続
き
を
行
う

　

こ
と
は
可
能
で
す
。

▼
申
請
で
き
る
方

・
解
除
対
象
者
本
人

・
解
除
対
象
者
と
同
一
世
帯
に

　

属
す
る
方

※
そ
の
他
の
代
理
人
が
申
請
を

　

す
る
場
合
、
委
任
状
が
必
要

　

で
す
。

▼
持
ち
物

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

　

（
顔
写
真
付
き
の
も
の
１
点
）
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※
更
新
手
続
き
は
予
約
制
で
す
。

　

事
前
に
窓
口
税
務
課
へ
連
絡

　

し
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

7070
歳
以
上
の
方
の
自
己
負
担
割

歳
以
上
の
方
の
自
己
負
担
割

合
に
つ
い
て

合
に
つ
い
て

　

自
己
負
担
割
合
は
、
所
得
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
課
税
所
得
１
４
５
万
円
未
満

　

な
ど　
　
　
　
　
　
　

２
割

▼
現
役
並
み
所
得
者　
　

３
割

※
現
役
並
み
所
得
者
と
は

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５

万
円
以
上
の
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
す
。

　

同
一
世
帯
に
現
役
並
み
所
得

者
が
い
れ
ば
、
全
員
３
割
負
担

に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
世
帯
の
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金

額
な
ど
の
合
計
額
が
２
１
０
万

円
以
下
の
場
合
、
一
般
区
分
（
２

割
）
に
該
当
し
ま
す
。

申
請
が
必
要
で
す
！

申
請
が
必
要
で
す
！

　

右
記
負
担
区
分
の
３
割
に
該

当
す
る
方
で
、
下
表
に
当
て
は

で
す
。
納
期
内
の
納
付
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退

国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退

す
る
と
き
は

す
る
と
き
は

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱

退
が
あ
る
場
合
は
、
14
日
以
内

に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
せ
ず
、
誤
っ
た
保

険
を
利
用
し
て
医
療
機
関
に
か
か

る
と
、
後
日
医
療
費
の
返
還
な
ど

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
加
入

　

転
入
、
出
生
、
社
会
保
険
を

脱
退
し
た
と
き　

な
ど

▼
脱
退

　

転
出
、
死
亡
、
社
会
保
険
に

加
入
し
た
と
き　

な
ど

高
額
な
医
療
を
受
け
た
と
き
は

高
額
な
医
療
を
受
け
た
と
き
は

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ

た
１
カ
月
の
医
療
費
が
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
に
つ

い
て
、
申
請
に
よ
り
高
額
療
養

費
と
し
て
後
日
支
給
し
ま
す
。　

　

該
当
に
な
っ
た
場
合
は
、
診

療
月
の
約
３
カ
月
後
に
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
事
前
手

続
き
は
不
要
で
す
。

高
額
な
医
療
を
受
け
る
予
定
が

高
額
な
医
療
を
受
け
る
予
定
が

あ
る
と
き
は

あ
る
と
き
は

　

限
度
額
適
用
（
標
準
負
担
額

減
額
）
認
定
証
の
交
付
を
受
け

る
と
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
支

払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

対
象
者
が
国
民
健
康
保
険
だ

と
分
か
る
も
の
（
資
格
確
認
書

な
ど
）
、
印
鑑
、
申
請
者
の
本

人
確
認
書
類
、
委
任
状
（
別
世

帯
員
が
申
請
す
る
場
合
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

・
所
得
区
分
に
よ
っ
て
認
定
証

　

が
必
要
な
い
方
、
国
民
健
康

　

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

　

に
は
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受

　

診
す
る
と
、
限
度
額
認
定
証

　

が
な
く
て
も
高
額
療
養
費
制

　

度
に
お
け
る
限
度
を
超
え
る

　

支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の

　

受
診
に
は
、
い
く
つ
か
の
利

　

用
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

松
崎
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

　

を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
る
方
は
、
申
請
に
よ
り
一
般

区
分
（
２
割
）
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
の
通
知
に
つ
い
て

保
険
税
の
通
知
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
の
保
険
税
は
、

令
和
６
年
中
の
所
得
を
も
と
に

決
定
し
、
７
月
中
旬
に
通
知
し

ま
す
。

　

保
険
税
は
、
皆
さ
ん
の
医
療

費
に
充
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源

同じ世帯の
70 歳以上 75 歳未満の

国民健康保険被保険者数
収　入

１

１人

３８３万円未満

２
後期高齢者医療制度移行に伴い
国民健康保険を抜けた人を含めて

合計５２０万円未満

３ ２人以上 合計５２０万円未満

自己負担割合が一般区分になる方

・
解
除
対
象
者
の
被
保
険
者
な

　

ど
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
資

　

格
情
報
の
お
知
ら
せ
な
ど
）

よ
く
あ
る
質
問

よ
く
あ
る
質
問

問　

保
険
証
の
利
用
登
録
が
し

　

て
あ
る
の
か
ど
う
か
の
確
認

　

方
法
は
？

答　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
確
認

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　

電
子
証
明
書
が
有
効
期
限
切

　

れ
に
な
っ
た
場
合
は
？

答　

有
効
期
限
切
れ
か
ら
３
カ

　

月
間
は
、
引
き
続
き
マ
イ
ナ

　

保
険
証
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

経
過
後
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証

　

が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
速
や

　

か
に
電
子
証
明
書
更
新
の
手

　

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
電
子
証
明
書
更
新
の
手
続
き

　

を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
資

　

格
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
更
新
の
手
続
き

は
、
窓
口
税
務
課
で
行
え
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
暗
証
番
号
（
６

桁
以
上
と
４
桁
）
、
更
新
の
お
知

ら
せ
の
通
知
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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▼

▼

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

新
し
い
資
格
確
認
書
を
郵
送
し

新
し
い
資
格
確
認
書
を
郵
送
し

ま
す
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
に
資
格
確
認
書
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
を
、
７
月
中
旬
に
「
黄
色

の
封
筒
」
で
郵
送
し
ま
す
。

　

資
格
確
認
書
は
、
従
来
の
保

険
証
と
同
じ
よ
う
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
し
い
資
格
確
認
書
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
記
載
内
容
に
誤

り
が
あ
っ
た
場
合
は
、
健
康
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て

　

令
和
８
年
７
月
31
日
ま
で

（
※
）
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

登
録
に
関
わ
ら
ず
資
格
確
認
書

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
は
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
。
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
の
み
）

※
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

減
額
・
限
度
額
認
定
証
は
資
格

減
額
・
限
度
額
認
定
証
は
資
格

確
認
書
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た

確
認
書
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
６
年
12
月
２
日
に
保
険

証
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
減
額
・
限
度
額
認
定
証
も

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

資
格
確
認
書
に
限
度
区
分
を
併

記
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受

診
す
る
場
合
は
、
併
記
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者

・ 

世
帯
全
員
が
令
和
７
年
度
住

民
税
非
課
税
の
方

・ 

自
己
負
担
割
合
が
３
割
で
現

役
並
み
所
得
者
Ⅱ
、
Ⅰ
の
方

▼
交
付
の
手
続
方
法

【
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
】

　

現
在
お
持
ち
の
減
額
・
限
度

額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
令

和
７
年
７
月
31
日
で
す
。

　

８
月
以
降
も
該
当
す
る
方
に

は
、
限
度
区
分
を
併
記
し
た
資

格
確
認
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
】

　

受
診
す
る
前
に
健
康
福
祉
課

で
申
請
が
必
要
で
す
が
、
対
象

と
な
る
か
、
事
前
に
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
長
期
該
当
を
受
け
る
場
合

　

長
期
該
当
と
は
、
低
所
得
者

Ⅱ
の
区
分
の
方
が
、
過
去
12
カ

月
間
で
、
90
日
を
超
え
る
入
院

を
し
た
場
合
、
食
費
の
減
額
が

さ
れ
る
制
度
で
す
。
長
期
該
当

を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
お
持
ち
の
方
も
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
請
し

な
け
れ
ば
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
入
院
が
90
日
を
超
え
た
ら

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

▶
８
月
か
ら
の
資
格
確
認
書
は
、

　

｢

オ
レ
ン
ジ
色｣

で
す
。

マイナ保険証の

利用を希望する方

　　　　　　　　　　　　▶　マイナ保険証を医療機関などに提示して受診

　未登録の場合　　▶
マイナ保険証を

持っていない方

　資格確認書を医療機関などに提示して受診

　※後期高齢者医療制度に加入している方には、 令和８年７月 31 日までは、

　※マイナ保険証の利用登録に関わらず、 資格確認書を交付します。

マイナ保険証に対応

していない医療機関

などを受診する場合

　 ・ 資格確認書を医療機関などに提示して受診

　 ・ マイナ保険証とマイナポータル内の資格情報を医療機関などに提示して

　 ・ 受診

※ 「マイナ保険証」 とは、 健康保険証の利用登録がされたマイナンバーカードをいいます。

後期高齢者医療における医療機関などの受診方法
（令和８年７月まで）

　利用登録済み

の場合

マイナポータルや医療機関などにある顔認証付き

カードリーダーで利用登録ができます。
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保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

　

保
険
料
は
、
令
和
６
年
中
の

所
得
を
も
と
に
決
定
し
、
８
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

　

す
で
に
特
別
徴
収
（
年
金
差

し
引
き
）
に
よ
り
４
月
以
降
に

仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
場
合
で
も
、
改
め
て
８
月
中

旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
料
の
納
付
方
法

①
特
別
徴
収
（
年
金
差
し
引
き
）

　

原
則
、
特
別
徴
収
で
の
納
付

に
な
り
ま
す
が
、
次
に
該
当
す

る
方
は
普
通
徴
収
で
の
納
付
と

な
り
ま
す
。

・
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満

・
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
年

　

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る

・
介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
が

　

普
通
徴
収

▼
特
徴
徴
収
を
希
望
し
な
い
場

　

合

　

事
前
に
申
請
手
続
き
を
す
る

こ
と
で
、
口
座
振
替
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
は
、
特
別
徴
収

を
中
止
し
た
い
月
の
約
２
カ
月

前
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
健
康

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

②
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座

　

振
替
）

　

次
の
よ
う
な
方
は
、
特
別
徴

収
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
、
普
通
徴
収
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
75
歳
に
な
っ
た

　

方
・
町
外
か
ら
転
入
し
た
方

・
前
年
度
に
特
別
徴
収
が
停
止

　

に
な
っ
た
方　

な
ど

▼
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

国
民
健
康
保
険
税
が
口
座
振

替
だ
っ
た
方
で
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
口
座
振
替
と

す
る
に
は
改
め
て
手
続
き
が
必

要
で
す
。
納
付
書
が
届
き
ま
し

た
ら
、
お
支
払
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

国
民
年
金
の
免
除
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
!!

　

免
除
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場

合
に
は
、
お
早
め
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

免
除
制
度

免
除
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や

失
業
し
た
場
合
な
ど
に
、
保
険

料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部

免
除
（
４
分
の
３
・
半
額
・
４

分
の
１
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
一
部
免
除
に
つ
い
て

は
、
一
部
免
除
後
の
保
険
料
を

納
付
し
な
い
と
未
納
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

特
例
免
除

特
例
免
除

　

対
象
は
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
失

業
さ
れ
た
方
で
す
。

　

失
業
者
本
人
の
所
得
を
除
外

し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
失
業
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
雇

用
保
険
受
給
者
証
や
離
職
票
な

ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

納
付
猶
予
制
度

　

対
象
は
20
歳
か
ら
50
歳
未
満

の
方
で
す
。

　

本
人
、
配
偶
者
の
所
得
に

よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度

　

対
象
は
大
学
な
ど
に
在
学
中

の
学
生
で
す
。

　

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
申
請
す
る
際
に
、

在
学
証
明
書
（
原
本
）
ま
た
は
学

生
証
（
写
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

追
納
制
度

追
納
制
度

　

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
全
額
を
通

常
通
り
支
払
っ
た
と
き
と
比

べ
、
将
来
の
給
付
金
額
は
少
な

く
な
り
ま
す
が
、
10
年
以
内
な

ら
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
納
め
た
分
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
年
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

産
前
産
後
保
険
料
免
除
制
度

産
前
産
後
保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

に
つ
い
て
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
４
カ
月
の
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
多
児
の
場
合
は
、
出

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ

月
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

産
前
産
後
期
間
の
免
除
期
間

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
納
付

し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
申
請
す
る
際
に
、
出
産
予

定
日
が
確
認
で
き
る
母
子
健
康

手
帳
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
１
６
６

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６
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〔
水
道
事
業
会
計
〕

〔
水
道
事
業
会
計
〕

　

令
和
６
年
度
に
給
水
し
た
総

水
量
は
74
万
４
８
０
９
立
方
㍍

で
、
前
年
度
比
１
万
３
０
２
７

立
方
㍍
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
、
費

用
面
に
お
い
て
は
修
繕
費
が
増

加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
総

費
用
は
１
億
４
５
６
０
万
６
千

円
（
前
年
度
比
６
５
４
万
円
の

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
に
お
い
て
は
、
一
般
会

計
か
ら
３
８
０
０
万
円
を
繰
り

入
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
総

収
益
は
１
億
６
７
０
２
万
円

（
前
年
度
比
３
３
９
万
３
千
円

の
減
）
と
な
り
、
差
引
純
利
益

は
２
１
４
１
万
４
千
円
（
前
年

度
比
９
９
３
万
３
千
円
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

宇
治
橋
の
架
け
替
え
に
伴
う
宇

治
橋
配
水
管
布
設
工
事
や
、
耐

震
対
策
と
し
て
石
部
地
区
送
配

水
管
改
良
工
事
な
ど
を
行
っ
た

結
果
、
総
支
出
は
８
９
０
５
万

８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
施
設
は
、
昭
和
40
年
代

に
整
備
さ
れ
た
施
設
が
多
く
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
更
新
に
多
額

の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
一
方

で
、
給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に

よ
る
収
益
の
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
は
料
金
改

定
を
行
い
、
新
料
金
を
適
用
し

て
い
ま
す
が
、
経
営
状
況
が
厳

し
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
た

め
、
今
後
も
よ
り
健
全
な
運
営

に
努
め
、
安
全
な
水
の
安
定
的

な
供
給
、
経
営
の
安
定
化
を
図

り
ま
す
。

〔
温
泉
事
業
会
計
〕

〔
温
泉
事
業
会
計
〕

　

現
在
の
契
約
給
湯
戸
数
は
、

自
家
用
３
１
３
戸
と
営
業
用
29

戸
で
、
令
和
６
年
度
に
給
湯
し

た
総
湯
量
は
18
万
２
９
５
８
立

方
㍍
、
前
年
度
と
比
べ
７
４
３

７
立
方
㍍
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
、
収

益
で
は
権
利
放
棄
や
休
止
件
数

の
増
加
に
よ
り
供
給
収
益
が
減

少
し
、
総
収
益
は
５
４
６
４
万

円
（
前
年
度
比
２
４
７
万
４
千

円
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
に
お
い
て
は
、
修
繕
費

や
減
価
償
却
費
が
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
総
費
用
は

４
３
０
８
万
７
千
円
（
前
年
度

比
１
７
１
３
万
９
千
円
の
減
）

と
な
り
、
差
引
純
利
益
は
１
１

５
５
万
２
千
円
（
前
年
度
比
１

４
６
６
万
４
千
円
の
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
会
計
へ
の
貸
付
金
に

よ
り
、
総
支
出
は
３
６
６
１
万

３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

温
泉
事
業
は
、
豊
富
な
湯
量

と
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
２
度

の
大
規
模
な
改
良
整
備
に
よ
り

安
定
的
な
供
給
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
収
益
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
ま
た
、
今
後
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
改
修
費
用
の
発
生

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
も
日
常
点
検
、
保
守
点

検
に
よ
り
、
施
設
の
健
全
度
を

確
保
し
、
供
給
お
よ
び
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

〔
集
落
排
水
事
業
会
計
〕

〔
集
落
排
水
事
業
会
計
〕

　

集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

は
、
岩
地
漁
業
集
落
排
水
事
業
、

石
部
農
業
集
落
排
水
事
業
、
雲

見
漁
業
集
落
排
水
事
業
の
３
つ

の
事
業
会
計
が
あ
り
、
令
和
６

年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
特

別
会
計
か
ら
公
営
企
業
会
計
に

移
行
し
ま
し
た
。

　

法
適
用
に
よ
り
、
会
計
方
式

を
現
金
主
義
・
単
式
簿
記
か
ら

発
生
主
義
・
複
式
簿
記
に
変
更

し
、
貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算

書
な
ど
の
財
務
諸
表
を
作
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
岩
地
漁
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　

令
和
６
年
度
の
年
間
使
用
水

量
は
、
２
万
２
１
６
０
立
方
㍍

で
、
前
年
度
比
１
２
３
９
立
方

㍍
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
、
費

用
で
は
、
地
区
指
定
管
理
業
務

委
託
料
や
減
価
償
却
費
な
ど
に

よ
り
、
総
費
用
は
１
２
３
１
万

２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
に
お
い
て
は
、
減
価
償

却
費
分
な
ど
の
補
填
と
し
て
一

般
会
計
か
ら
４
９
７
万
８
千
円

を
繰
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

総
収
益
は
１
２
５
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

企
業
債
の
償
還
元
金
と
し
て
総

支
出
が
30
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

②
石
部
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　

令
和
６
年
度
の
年
間
使
用
水

量
は
、
１
万
８
０
５
０
立
方
㍍

で
、
前
年
度
比
８
７
０
立
方
㍍

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
、
費

用
で
は
、
地
区
指
定
管
理
業
務

委
託
料
や
減
価
償
却
費
な
ど
に

よ
り
、
総
費
用
は
１
０
２
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
に
お
い
て
は
、
減
価
償

却
費
分
な
ど
の
補
填
と
し
て
一

般
会
計
か
ら
４
４
４
万
８
千
円

を
繰
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

総
収
益
は
１
０
５
２
万
１
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

企
業
債
の
償
還
元
金
と
し
て
総

支
出
が
30
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
・
温
泉
・
集
落
排
水
事
業
会
計

水
道
・
温
泉
・
集
落
排
水
事
業
会
計

令
和
６
年
度　

決
算
の
概
要

令
和
６
年
度　

決
算
の
概
要

水
道
水
道
・
温
泉
・
集
落
排
水
事
業
会
計

・
温
泉
・
集
落
排
水
事
業
会
計

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度　

決
算
の
概
要

　

決
算
の
概
要
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③
雲
見
漁
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　

令
和
６
年
度
の
年
間
使
用
水

量
は
、
４
万
４
０
５
２
立
方
㍍

で
、
前
年
度
比
４
７
５
５
立
方

㍍
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
、
費

用
で
は
、
地
区
指
定
管
理
業
務

委
託
料
や
減
価
償
却
費
な
ど
に

よ
り
、
総
費
用
は
４
７
８
２
万

４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
に
お
い
て
は
、
減
価
償

却
費
分
な
ど
の
補
填
と
し
て
一

般
会
計
か
ら
１
４
１
０
万
２
千

円
を
繰
り
入
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
総
収
益
は
４
７
４
３
万
２

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

企
業
債
の
償
還
元
金
と
し
て
総

支
出
が
３
８
２
万
８
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

集
落
排
水
事
業
各
会
計
に
お

い
て
今
後
必
要
と
な
る
施
設
の

更
新
に
備
え
、
一
般
会
計
か
ら

の
補
助
を
受
け
な
が
ら
健
全
な

運
営
に
努
め
、
経
営
の
安
定
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課(

４
２)

３
９
６
９

　

令
和
６
年
度
の
宿
泊
客
数

は
、
１
万
９
２
４
９
人
（
前
年

度
比
４
４
７
人
増
）
、
宿
泊
利

用
率
39
・
４
％
（
前
年
度
比
１
・

３
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
会

食
と
温
泉
入
浴
は
、
会
食
が
２

６
０
５
人
（
前
年
度
比
１
０
２

人
増
）
、
入
浴
は
５
３
８
８
人

（
前
年
度
比
５
０
７
人
減
）
、
施

設
利
用
人
員
は
２
万
７
２
４
２

人
（
前
年
度
比
42
人
増
）
と
な

り
、
事
業
収
入
は
２
億
８
９
２

６
万
３
１
１
１
円
（
前
年
度
比

３
３
８
万
１
１
２
５
円
増
）
と

な
り
、
昨
年
の
そ
の
他
特
別
利

益
を
除
い
た
事
業
収
入
と
比
較

す
る
と
、
２
９
６
９
万
６
９
９

３
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
年
度
純
利
益
に
つ
い
て

は
、
３
９
３
万
７
３
６
９
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

集
客
面
で
は
、
７
月
か
ら
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、

自
社
サ
イ
ト
や
旅
行
サ
イ
ト
の

コ
ン
テ
ン
ツ
充
実
な
ど
の
施
策

に
よ
り
、
10
月
以
降
は
コ
ロ
ナ

町
営
宿
泊
施
設
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

町
営
宿
泊
施
設
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

令
和
６
年
度　

決
算
の
概
要

令
和
６
年
度　

決
算
の
概
要

期
前
の
水
準
の
宿
泊
者
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
供
用
開
始
か
ら
約

20
年
が
経
過
し
、
施
設
や
設
備

面
で
の
評
価
が
下
降
し
て
い
る

た
め
、
ハ
ー
ド
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
猶
予
し
て
い
た
だ
い
て
い

た
他
会
計
借
入
金
の
償
還
が
再

開
さ
れ
、
依
然
と
し
て
経
営
は

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
常
に
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
変
革
し
、
安
定

し
た
経
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

決算額 差引 前年対比（％）

収入 支出 （純利益） 収入 支出

２億８, ９２６万円 ２億８, ５３３万円 ３９３万円 １０１. ２ １０４. ２

決　算　状　況

ジ
オ
検
定
（
３
級
）
を
開
催
し
ま
す

ジ
オ
検
定
（
３
級
）
を
開
催
し
ま
す

　

２
０
２
５
伊
豆
半
島
ジ
オ
検

定
（
３
級
）
が
７
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
検
定
は
ど
な
た
で
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
み

な
が
ら
伊
豆
の
こ
と
を
学
べ
る

と
あ
っ
て
、
毎
年
数
百
人
が
受

検
す
る
人
気
の
ご
当
地
検
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
期

間
中
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

《
受
検
料
》

　

無
料

《
受
検
期
間
》

　

７
月
16
日
（
水
）
～
８
月
31

日
（
日
）

《
受
検
方
法
》

　

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
松
崎
町

企
画
観
光
課
か
ら
問
題
と
解
答

用
紙
を
入
手
し
ま
す
。

　

回
答
は
書
籍
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
も
大
丈
夫
で

す
。

　

８
月
31
日
（
日
）
ま
で
に
、

解
答
用
紙
と
返
信
用
封
筒(

１

１
０
円
分
の
切
手
貼
付)

を
郵

送
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。

【
郵
送
先
】 

〒
４
１
０
―
２
４
１
６

伊
豆
市
修
善
寺
８
３
８
―
１ 

(

一
社)

美
し
い
伊
豆
創
造
セ

ン
タ
ー
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
部

《
合
否
》

　

50
問
中
35
問
以
上
正
解
で
合

格
と
な
り
ま
す
。

《
結
果
通
知
》

　

９
月
上
旬

《
そ
の
他
》

　

希
望
者
に
は
、
有
料
（
８
０

０
円
）
で
名
前
入
り
の
合
格
証

を
発
行
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

(

一
社)

美
し
い
伊
豆
創
造
セ

ン
タ
ー
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
部

０
５
５
８
（
７
２
）
０
５
２
０

▲伊豆半島
ジオパーク
ホームページ
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▼▼
▼▼

栄
え
あ
る
叙
勲

栄
え
あ
る
叙
勲

地

域

交

流

通

信

 

地

域

交

流

通

信

地

域

交

流

通

信

  

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

　

令
和
７
年
春
の
叙
勲
に
、
前

教
育
長
で
元
下
田
市
立
朝
日
小

学
校
長
の
佐
藤
み
つ
ほ
さ
ん
が

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）
の

栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
平
成
24
年
３
月

に
退
職
す
る
ま
で
の
39
年
間
、

「
世
の
た
め
人
の
た
め
、
役
に

立
つ
人
を
つ
く
る
。
人
生
に
希

望
を
持
た
せ
る
」
を
信
条
に
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き

出
す
た
め
、
子
ど
も
と
同
じ
目

線
に
立
つ
こ
と
を
実
践
し
、
児

童
生
徒
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
29
年
12
月
か

ら
２
期
５
年
に
わ
た
り
、
教
育

長
と
し
て
松
崎
町
の
教
育
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

▲叙勲を受章した
佐藤みつほさん

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

佐
藤
み
つ
ほ

佐
藤
み
つ
ほ
さ
ん
（
桜
田
）

　物価の高騰で給食の

献立表からデザートの

回数が減りました。

　松崎町から届いた甘

夏みかんに子どもたち

は大喜びです。

　毎年本当にありがと

うございます。

安曇保育園に未就園児の親子が来園し、 園児と交流をします。

安曇保育園ってどんなところ？みんな何をしているのかな？

普段の様子を知っていただく情報公開の場でもあります。

　青く澄んだ空、 五月晴れの日に０歳児の親子が来園！

　遊戯室に集まり、 園児と親子で互いに自己紹介をしたり、

お兄さん、 お姉さんが 「こいのぼり」 の歌を披露しました。

　そして、 この日は来園した０歳のお友達の誕生日でした !　

　「おめでとう誕生日」 の歌をプレゼントして、 みんなで体

操を楽しみました。 また、 かくれんぼのパネルシアターを見

てから、 砂場でたくさん遊びました。

松崎町から甘夏みかんが届きました

松崎町の皆さん、 毎年ありがとうございます

みかんおいしいよーっ !!

やったーっ !!
デザートだ !!

すっぱーい !!

うまっ !!

ひよこ広場



松崎高校広報～西豆と共に～

保育・介護体験実習（１年生）　

　５月 22 日、西豆学の一環として、生命の尊さや子育

ての意義を学び、少子高齢社会の課題に対する認識を深

めることを目的に、保育・介護体験実習を行いました。

生徒は「子どもはどちらかというと苦手だったけど、名

前を呼ばれたり、笑顔で駆け寄ってきてくれてかわいい

なと思い、少し好きになれた」「入居者の方と話すのは

難しいときもあったけど、自分たちと話して喜んでくれ

て嬉しかった」「大変なだけではなくやりがいも得られ

る仕事だと感じた」と振り返りました。

　５月１日、西豆学の一環として、農作業体験を通して

地元産業について考え、地域に貢献することを目的に

「棚田実習」を行いました。生徒からは「経験してとて

も楽しいと感じ、興味を持つことができた」「想像して

いた以上に重労働で、棚田を維持していくために多くの

人手が必要だと知った」のような感想が聞かれました。

また、「棚田は松崎町の有名な観光地の一つだから残し

ていけるようにしたい」など、地域の魅力を再認識する

実りの多い実習となりました。

石部棚田の農作業体験（１年生）　

　５月 22 日、西豆学の一環として、静岡県立大学で探

究研修を行いました。松崎高校卒業生のＯＢ講話を聴く

とともに、７月から継続して探究活動で協働する経営

情報学部大久保ゼミの教員や学生とワークショップを

行いました。生徒からは「大学生は自分のやりたいこ

とや興味あることから考えて進めていた」「実際に現地

に行ってアクションを起こしていて、行動力がすごい

なと思った」「アドバイスをしてくださり、やっていき

たいことが見えてきた」のような感想が聞かれました。

探究研修（２年生）
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【問合せ】　松崎高校（４２）０１３１

遠足（３年生）

　５月 22 日、地域特有の交通機関であるフェリーを利

用するとともに、世界文化遺産富士山の構成資産である

三保松原や県庁所在地を訪問することで伊豆地域、静岡

県の魅力を再認識する機会とするため、静岡市へ遠足に

行きました。生徒からは「富士山を見たり、海風を感じ

られて良かった」「それぞれの地域で自然や港町などの

違いを知り、静岡県内で異なる役割や魅力を持っている

ことを感じた」「協力し合いながら思い出が残せたので

良かった」のような感想が聞かれました。
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町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  

　　
第第
4343
回回

ミ
ス
タ
ー
プ
ロ
野
球
「
長
嶋
茂
雄
」

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.59食遊会

レシピ

抹茶プリン

－ここがポイント－

★低脂肪牛乳を使用することで、脂質を抑えつつカルシ

　ウムを摂取できます。

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

75kcal ４. １g ０. ７g 14g ０. １g

（１食当たり）

－　材 料（４人前）－

低脂肪牛乳・・・２７０ml

砂糖・・・・・・・25 ｇ

ゼラチン・・・・・・５ｇ

水・・・・・・・・15ml

抹茶・・・・・・・・１ｇ

粒あん・・・・・・25 ｇ

－　作り方　－

①ゼラチンは水に入れてふやかす。

②鍋に抹茶と砂糖を入れて軽く混ぜ、牛乳を少しずつ

　入れて混ぜる。

③②を火にかけ、ふつふつとしてきたら、火を止めて

　ゼラチンを加えてよく混ぜる。

④ザルで③を濾し、ボウルの底を氷水で冷やしながら、

　しっかり混ぜる。

⑤器に分け入れ、30 分～１時間ほど冷やし固める。

⑥粒あんをのせる。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６▲昨年の健診会場の様子

今月の特定健診では、減塩レシピの試食・インボディの

測定を行います。ぜひお越しください。

　

６
月
３
日
、
野
球
界
の

ス
ー
パ
ス
タ
ー
が
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
と

き
、
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
側
で

大
活
躍
す
る
姿
に
憧
れ
、
華

麗
な
プ
レ
ー
を
ま
ね
し
た
も

の
で
し
た
。
訃
報
や
特
集
が

組
ま
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
で

は
、
そ
の
人
柄
に
触
れ
ら
れ

て
い
て
、
野
球
界
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
接
点
の
あ
っ
た

一
般
の
方
々
も
口
を
そ
ろ
え

て
「
気
さ
く
で
優
し
く
、
有

名
人
な
の
に
偉
ぶ
ら
ず
、
同

じ
目
線
で
接
し
て
く
れ
た
」

と
、
多
く
の
方
が
そ
の
人
柄
、

人
間
力
に
敬
意
を
表
し
て
い

ま
し
た
。
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
掛
布
雅
之
氏
は
、
当
時

憧
れ
て
い
た
長
嶋
さ
ん
の
背

番
号
「
３
」
と
王
さ
ん
の
背

番
号
「
１
」
を
背
番
号
に
し

た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
弔
辞
を
読
ん
だ
通

称
ゴ
ジ
ラ
の
松
井
秀
喜
氏
が

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
挑
戦
す

る
と
き
に
は
、
日
本
の
プ
ロ

野
球
の
発
展
と
松
井
氏
の
メ

ジ
ャ
ー
へ
の
挑
戦
希
望
の
狭

間
で
苦
し
い
胸
の
内
だ
っ
た

末
に
、
松
井
氏
の
気
持
ち
を

優
先
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
、
そ
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る

素
顔
に
魅
了
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
人
と
し
て
生
ま
れ
て
き

た
か
ら
に
は
必
ず
別
れ
は
付

き
も
の
で
す
。
与
え
ら
れ
た

時
間
を
大
切
に
し
、
長
嶋
茂

雄
氏
の
よ
う
に
、
関
わ
る
多

く
の
方
に
笑
顔
の
花
を
咲
か

せ
ら
れ
る
よ
う
生
き
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。



 My Town Topics～まちのできごと～

　５月 24日と 25日に、石部の棚田で、オーナーや
トラスト会員、石部棚田保存会、常葉大学、地元の
子どもたちなど、２日間で約４５０人が参加し、田
植え祭が行われました。
　参加者は、石部棚田保存会の方々から苗の植え方
を教えてもらった後、横一列に並んで「きぬむすめ」
の苗を植え、汗を流しながら作業していました。

石部棚田田植え祭

　６月 13 日、姉妹都市の北海道帯広市からアスパ
ラガス約７㌔が届きました。
　アスパラガスは保育園、幼稚園、小・中学校の給
食として提供され、帯広市の旬の味覚を味わいます。
　聖和保育園では、園児たちがアスパラガスの大き
さに驚きながら、「食べるのが楽しみ」と嬉しそうに
受け取っていました。

　５月 26日、旧依田邸前の那賀川で、松崎幼稚
園の園児９人が稚鮎の放流を体験しました。
　子どもたちは、体長７～ 15㌢ほどのたくさん
の稚鮎を見て歓声を上げながら、「大きくなって
ね」などと呼び掛けながら放流し、泳いでいく稚
鮎の様子を見守っていました。
　鮎釣りは、６月１日から解禁されています。

　５月 25 日、松崎町の総合計画にも掲載されてい
る「コンパッションタウン」に対する理解を深める
ことなどを目的として、「まちのつなぎ役のための学
び合い講座」が行われ、町内外から約 40 人の方々
が参加しました。
　今回の講座では、松崎町長や静岡大学の竹之内裕
文教授から趣旨説明がされた後、参加者同士でチー
ムをつくり、今後の活動方針などを共有しました。
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まちのつなぎ役のための学び合い講座

稚鮎の放流体験

帯広市からアスパラ届く



町の人口と世帯
（令和７年５月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,583 人　（ー  3 人）

　男　　　2,639 人　（±  ０人）

　女　　　2,944 人　（ー  ３人）

世帯数　　2,821 戸　（ー  １戸）

転　入　  12 人　転　出     ８人

出　生　    ５人　死　亡   12 人

戸籍だより

地 区氏 名 年齢 届 出 人

峰 川崎　由二 74 川崎　紀子

峰 山本　直人 85 山本　尚子

江奈１ 齋藤　智昭 66 齋藤　克敏

江奈４ 地　洋子 70 地　 茂

中 区郷 ひでよ 75 髙 　克哉

江奈３ 山下喜和子 85 山下　直之

石 部髙橋　リユ 94 髙 橋　 学

金 沢岸本　貞惠 92 岸 本　 淳

西 区石 田　 啓 90 石田　城治

池 代鈴木マス美 88 鈴木　照則

　令和７年５月発生分
　　　　　（　）内は前年同月比
　人身事故　　　０件　（－２）
　物損事故　　　９件　（－６）
　死　　者　　　０人　（±０）
　傷　　者　　　０人　（－２）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

ポ
ピ
ー
摘
む
手
を
迷
わ
せ
る
花
畑　
　
　
　
　

夏
目　

和
子

け
し
の
花
憂
い
の
元
を
図
り
か
ね　
　
　
　
　

深
澤　

順
子

年
甲
斐
も
無
く
夏
グ
ミ
を
頬
張
り
ぬ　
　
　
　

山
本　

一
詞

さ
し
絵
に
と
無
理
に
せ
が
み
し
ケ
シ
の
花　
　

小
林　

一
郎

さ
え
づ
り
の
愛
し
さ
長
し
じ
っ
と
聴
く　
　
　

土
屋
規
矩
子

夏
め
く
や
散
歩
す
る
に
も
気
遣
い
を　
　
　
　

石
田　
　

宏

十
薬
の
花
の
色
濃
き
夜
道
か
な　
　
　
　
　
　

清
水　

高
子

青
空
の
空
と
と
の
ひ
て
夏
盛
る　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

基

対
岸
の
深
み
飛
び
交
ふ
初
蛍　
　
　
　
　
　
　

松
田
美
智
子

た
か
ら
も
の
夫
の
描
き
し
け
し
の
花　
　
　
　

渋
谷
み
ど
り

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

俳
句-

（５月届出分）
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お 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）

　

賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

は
、
賀
茂
地
域
の
１
市
５
町
と
県

が
共
同
で
運
営
し
て
い
て
、
専
門

の
相
談
員
が
、
電
話
や
面
談
で
契

約
ト
ラ
ブ
ル
や
製
品
事
故
な
ど
の

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
、
相

続
・
離
婚
な
ど
の
法
律
・
身
の
上

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
令
和
６
年
度
に
受
け
付
け
た
相

談
か
ら
、
松
崎
町
で
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

おめでとうございます（出生）
地 区 氏 名 性別 保 護 者

雲 見 希
き

帆
ほ

女 高橋　大志

道 部 羽
う

琉
る

女 黒田　彩音

東 区 柚
ゆ

乃
の

女 口　拓海

南 郷 璃
り

桜
あ

女 土屋　文貴

大 澤 響
おと

男 尾崎　草苗

○
松
崎
町
で
の
人
口
千
人
あ
た
り

の
相
談
件
数
は
４
・
84
件
と
、
賀

茂
地
域
全
体
の
４
・
79
件
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
し
た
。

○
年
代
で
は
、
特
に
70
歳
以
上
の

相
談
が
半
数
以
上
（
54
・
２
％)

で
、
高
齢
者
か
ら
の
相
談
が
多
い

賀
茂
地
域
の
中
で
も
最
多
で
し

た
。

○
相
談
内
容
で
は
、
サ
プ
リ
メ
ン

ト
な
ど
の
健
康
食
品
や
美
容
用
品

の
定
期
購
入
に
つ
い
て
の
相
談

や
、
光
電
話
な
ど
の
電
話
回
線
な

ど
に
係
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
閲
覧
中
に
「
お
試
し

価
格
」
「
解
約
不
要
」
と
表
示
さ

れ
た
広
告
を
見
て
注
文
し
た
と
こ

ろ
、
実
は
定
期
購
入
が
条
件
に

な
っ
て
い
た
、
ま
た
、
解
約
が
で

き
な
い
と
断
ら
れ
た
と
い
っ
た
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。
購
入
の
前

に
、
表
示
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
ら
賀
茂
広
域
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

（
２
４
）
２
２
９
９

令
和
６
年
度
に
お
け
る
松
崎
町
で
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す

令
和
６
年
度
に
お
け
る
松
崎
町
で
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す

町の人事
【採　用】７月１日付け
　澤田　歩垂　総務課消防防災係

【地域活性化起業人制度派遣期間満了】６月 30 日付け
　山路　浩之　企画観光課参事
　山本　顕作　企画観光課参事


